



















































































































































































































































































ころの ” 翻訳 ” である。その言語体系間の間体系性構築としての ” 翻
訳 ” は、A と B の二つの言語が対峙した際に、それらの A と B が相
互に異なる体系であることをそれらの言語使用者が認識したことから
始まる行為である。互いに異なる存在であることが、すなわち、それ
ぞれの体系の存立が A と B とによる相互関係性と相互参照性の過程
の中での措定と結果として作り出されるのであり、そこで最初に確認
されることは、意味交換の有効性ではなく、無効性である。意味交換
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